
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 命を守るために早めの行動を ― 

 夏も本番になり、大気の不安定な日が多くなってきています。九州地方では、梅雨前線が停滞

した影響で、線状降水帯※が発生し、大雨となり、橋が崩落するなどの被害が出ています。 

 各学校においては、気象情報を早めに入手し、命を守るための行動の判断材料としてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気象庁から台風進路予報の精度が向上 

していることを踏まえ、台風進路予報の 

予報円の大きさ及び暴風警戒域を、より 

絞り込むことが発表されました。 

 エリアが絞られるため、大雨や暴風に 

対する早めの対策や避難準備に役立てら 

れます。まずは、積極的に情報を入手す 

ることが大切です。 

 

 

 

 

 

Ｑ．降水量１ミリの雨ってどれくらいの量？ 

Ａ．降水量は、降った雨がどこにも流れ去らずにそのまま溜まった場合の水の深さで、 

ミリメートルで表しています。例えば、「100 ミリの降水量」は降った雨がその 

まま溜まった場合、水深１０cm となるということです。１平方メートル（１ｍ 

×１ｍ）の箱に１ミリの雨が降ったときに溜まる水の量は１ℓにもなります。 

  周りより低い土地には周囲から雨水が流れ込み、降った雨以上に水かさが増すこ 

とがあるので、周囲の地形も把握しておくことが重要です。 

 

Ｑ．一時雨と時々雨の違いは？ 

Ａ． 

 

 

 

 

 

「連続的」：雨の切れ間がおよそ１時間未満。 

「断続的」：雨の切れ間がおよそ１時間以上。      （参考：気象庁 HP 知識・解説） 
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生活に役立つ気象知識 
【6.26 気象庁報道発表資料から抜粋】 

《予報円の改善イメージ》 《暴風警戒域の改善イメージ》 

※線状降水帯：次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなした、組織化した積乱雲

群によって、数時間にわたってほぼ同じ場所を通過または停滞することで

作り出される、線状に伸びる長さ 50～300km 程度、幅 20～50km 程度の強い

降水をともなう雨域。              （参考：気象庁 HP） 

台風進路予報円・暴風警戒域が絞り込まれます 

一時雨⇒雨が連続的に降り、降っている期間が予報期間の 1/4 未満のとき。 

（予報期間が２４時間なら、連続して６時間未満雨が降る） 

時々雨⇒雨が断続的に降り、降っている期間の合計時間が予報期間の 1/2 未満のとき。 

    （予報期間が２４時間なら、１２時間未満で断続的に雨が降る） 

 



【学校での活用例】 

〇さすまた使用訓練 

〇不審者対応訓練 

〇防犯講話「子供の安全」 等 

※児童・生徒、教職員、保護者を対象とした訓練や

講話で活用されています。  

 

 

 

 宮城県では、地域で開催する「安全・安心まちづくり」

に関する講習会や学校での防犯教室等に防犯に関する

専門家を派遣しています。派遣にかかる費用は無料で

す。学校の安全対策向上のため、ぜひ活用ください。 

お問い合わせは、下記までお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《申し込み方法》 

 申請書を記入し、各市町村の安全・安心まちづくり担

当課に提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kyosha/anzenkyoshitsu.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県警察から、県内で発生した「犯罪発生情報」や犯罪被害に遭わないための「防犯情

報」がメールで配信されています。地域の防犯に係る情報を素早く収集でき、防犯に関する

指導や注意喚起の連絡等に役立ちます。 

各学校での登録に加え、地域での防犯体制強化のために、保護者にも登録の協力をお願い

することも必要です。 

【登録方法：宮城県警察ホームページ参照】 

 

 

https://www.police.pref.miyagi.jp/seian/gaitohanzai/securitymail/ 

 

 

【問い合わせ先】 

宮城県環境生活部共同参画社会推進課 

安全・安心まちづくり推進班 

TEL：０２２－２１１－２５６７ 

FAX：０２２―２１１－２３９２ 

講師派遣申請書 

【梅雨明け後に熱中症が多く発生します！】 

宮城県は、平年では７月２４日ごろに梅雨が明けています。全国的に、梅雨明けの蒸し暑

く、急に気温が高くなる時期には、熱中症による救急搬送者数や死亡者数が急増していま

す。十分な睡眠、バランスの良い食事に加え、水分・塩分補給を忘れずに行いましょう！ 

 

 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kyosha/anzenkyoshitsu.html
https://www.police.pref.miyagi.jp/seian/gaitohanzai/securitymail/

